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ＮＴＴ退職者の会岐阜 検索
情報労連ＮＴＴ労組退職者の会岐阜県支部協議会の

ＨＰ（ホームページ）を開設しました。 皆さんの身近な情報を掲載したいと思います。

発行責任者
武　田　康　郎

情報労連
ＮＴＴ労組退職者の会
岐阜県支部協議会

第　117　号２０２4年 4月 22日

◎
兼
六
園
の
散
策

　
日
本
三
名
園
の
一
つ
に
数

え
ら
れ
る
、
廻
遊
式
の
庭

園
。
加
賀
百
万
石
の
文
化
を

映
す
、
歴
史
的
文
化
遺
産
。

兼
六
園
は
江
戸
時
代
の
代
表

的
な
大
名
庭
園
と
し
て
、
加

賀
歴
代
藩
主
に
よ
り
、
長
い

歳
月
を
か
け
て
形
づ
く
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
金
沢
市
の
中

心
部
に
位
置
し
、
四
季
折
々

の
美
し
さ
を
楽
し
め
る
庭
園

と
し
て
、
多
く
の
県
民
や
世

界
各
国
の
観
光
客
に
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
兼
六
園
は
、「
廻
遊
式
」の

要
素
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

様
々
な
時
代
の
庭
園
手
法
を

も
駆
使
し
て
総
合
的
に
つ
く

ら
れ
た
庭
で
す
。廻
遊
式
と

は
、
寺
の
方
丈
や
御
殿
の
書

院
か
ら
見
て
楽
し
む
座
観
式

の
庭
園
で
は
な
く
、
土
地
の

広
さ
を
最
大
に
活
か
し
て
、

庭
の
な
か
に
大
き
な
池
を
穿

ち
、築
山
を
築
き
、御
亭
や
茶

屋
を
点
在
さ
せ
、
そ
れ
ら
に

立
ち
寄
り
な
が
ら
全
体
を
遊

覧
で
き
る
庭
園
で
す
。い
く

つ
も
の
池
と
、
そ
れ
を
結
ぶ

曲
水
が
あ
り
、
掘
り
あ
げ
た

土
で
山
を
築
き
、
多
彩
な
樹

木
を
植
栽
し
て
い
る
の
で
、

「
築
山
・
林
泉
・
廻
遊
式
庭
園
」

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

◎
山
代
温
泉
瑠
璃
光

　
「
源
泉
瑠
璃
光
」
と
呼
ば

れ
る
山
代
温
泉
の
源
泉
か
ら

名
を
受
け
た
、
瑠
璃
光
。

　
加
賀
温
泉
郷
の
伝
統
文
化

に
立
脚
し
た
お
も
て
な
し
を

大
切
に
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら

の
旅
館
に
求
め
ら
れ
る
新
し

い
か
た
ち
の
温
泉
。

　
四
季
が
移
ろ
う
露
天
風
呂

に
大
浴
場
、
5
つ
の
貸
切
露

天
風
呂
に
足
湯
と
い
う
多
彩

な
湯
船
で
、
温
泉
を
お
楽
し

み
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
永
平
寺

　
曹
洞
宗
の
大
本
山
と
し
て

知
ら
れ
る
「
永
平
寺
」。 

７
７

０
年
以
上
の
歴
史
が
生
み
出

す
圧
倒
的
な
荘
厳
さ
の
中

で
、
雲
水（
う
ん
す
い
）と
呼

ば
れ
る
修
行
僧
た
ち
が
修
行

に
励
む
様
子
を
垣
間
見
れ
る

福
井
県
が
誇
る
名
刹
だ
。

 

近
年
、
禅
は〝
Z
E
N
〞と

し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
広
が
り

を
見
せ
て
お
り
、
海
外
か
ら

の
注
目
度
も
高
く
、
毎
年
国

内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ

て
い
る
。

登
半
島
地
震
に
よ
っ

て
被
害
に
遭
わ
れ
た

皆
様
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
地

震
に
よ
っ
て
退
職
者
の
会
会

員
の
方
が
一
名
、
ご
家
族
の

方
二
名
が
亡
く
な
ら
れ
て
い

ま
す
。
被
害
は
石
川
、
富

山
、
新
潟
の
三
県
に
及
ん
で

お
り
、
怪
我
を
さ
れ
た
方
や

住
宅
が
損
壊
し
た
方
な
ど
、

深
刻
な
状
況
が
多
数
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
刻
も
早
い

復
旧
・
復
興
を
願
わ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
さ
て
前
回
の
こ
の
欄
で
自

民
党
の
裏
金
問
題
を
取
り
上

げ
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
根
本

的
な
解
決
に
は
至
っ
て
は
い

ま
せ
ん
。
遅
々
と
し
て
進
ま

な
い
実
態
解
明
に
国
民
の
政

治
不
信
は
む
し
ろ
高
ま
っ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
余
談
に
な
り
ま
す
が
、
日

本
の
国
会
は
イ
ギ
リ
ス
議
会

を
お
手
本
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
２
０
０

９
年
に
下
院
議
員
た
ち
に
よ

る
大
規
模
な
政
治
資
金
の
不

正
請
求
が
発
覚
す
る
と
い
う

大
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
何

か
今
回
の
安
倍
派
の
裏
金
問

題
と
似
て
い
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
し
か
し
事
件
発
覚

後
の
対
応
が
、
我
が
国
と
イ

ギ
リ
ス
で
は
ま
る
で
違
い
ま

し
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
事
件

発
覚
後
わ
ず
か
2
カ
月
で
政

治
資
金
を
監
視
す
る
た
め
の

第
三
者
委
員
会
を
立
ち
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
日
本
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
事
件
発
覚
か

ら
4
か
月
、
よ
う
や
く
政
治

倫
理
審
査
会
が
立
ち
上
げ
ら

れ
ま
し
た
が
、
そ
こ
に
登
場

し
た
安
倍
派
の
幹
部
た
ち
は

聞
き
取
り
に
対
し
「
私
は
関

与
し
て
い
な
い
」
「
知
ら
な

い
」
「
分
か
ら
な
い
」
を
連

発
、
の
ら
り
く
ら
り
と
し
た

答
弁
で
全
く
実
態
の
解
明
は

進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
と
日
本
の
違
い

は
実
態
解
明
に
対
す
る
ス

ピ
ー
ド
感
の
問
題
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
イ
ギ

リ
ス
で
は
事
件
に
関
わ
っ
た

下
院
議
員
が
2
0
0
人
い
ま

し
た
が
、
こ
の
内
1
5
0
人

は
次
の
選
挙
に
出
ま
せ
ん
で

し
た
。
何
故
な
ら
国
民
の
怒

り
が
す
さ
ま
じ
く
、
選
挙
に

出
て
も
勝
て
な
い
こ
と
が
明

白
だ
っ
た
か
ら
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
さ
て
日
本
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
自
民
党
は

５
０
０
万
円
以
上
の
裏
金
を

作
っ
た
議
員
、
お
よ
そ
40
名

を
対
象
に
何
ら
か
の
処
分
を

行
う
考
え
で
あ
る
と
公
表
し

ま
し
た
。
特
に
裏
金
の
金
額

が
大
き
い
議
員
に
つ
い
て
は

〝
離
党
勧
告
〞や〝
次
の
選
挙

で
公
認
し
な
い
〞と
い
う
こ

と
の
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

政
治
倫
理
審
査
会
に
お
け
る

不
誠
実
な
答
弁
を
重
ね
合
わ

せ
て
み
る
と
、
厳
し
い
処
分

だ
と
か
大
量
処
分
だ
と
か
と

い
う〝
言
葉
〞で
世
論
を
納
得

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
と
し

か
思
え
ま
せ
ん
。
次
の
選
挙

を
何
と
か
乗
り
切
れ
ば〝
み

そ
ぎ
〞は
終
わ
る
、
そ
う
す

れ
ば
ま
た
復
党
を
考
え
る
、

そ
う
い
っ
た
考
え
方
が
透
け

て
見
え
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
　
改
め
て
イ
ギ
リ
ス
の
例
を

挙
げ
る
ま
で
も
無
く
、
政
治

の
流
れ
を
変
え
る
た
め
に
最

も
必
要
な
も
の
は〝
国
民
の

怒
り
〞で
す
。
こ
の
国
民
の

怒
り
を
ど
こ
ま
で
持
続
で
き

る
の
か
、
そ
こ
が
非
常
に
重

要
だ
と
思
い
ま
す
。
問
わ
れ

て
い
る
の
は
私
た
ち
の
「
本

気
度
」
な
の
で
す
。

能

◎旅行日程
◎コ　ー　ス
◎参　加　費

◎ご　返　事

◎そ　の　他

◎通　信　欄

◎乗車場所・時間の確認については、別途、各地区協か
らご連絡します。
　連絡のない方は、各地区協又は支部協議会までご連
絡ください。
◎お問合せは、下記へお願いします。

６月１８日（火）～１９日（水）
石川県・山代温泉などを訪ねる
￥３０，０００円
※ご夫婦等二人で１部屋を希望の方は、
　一人３，０００円増し
参加、不参加のご返事は、同封の葉書によ
り5月5日(日)までにご返送をお願いしま
す。参加の方は、必ず「携帯番号」を明記
してください。なお、ご家族や友人と同伴
参加される場合は、同伴者のお名前と間柄
および同室希望の有無をご記入願います。
ＪＲ岐阜駅前北口十六プラザ前乗車の方
は、乗車車両を指定させていただきます。
原則バス旅行参加の皆様に公表しますの
で、公表を望まない方は記入しないようお
願いします。

岐 阜 地 区

西 濃 地 区

中 濃 地 区

東 濃 地 区

飛 騨 地 区

支部協議会

〃

（事務局長）

（事務局長）

（事務局長）

（事務局長）

（事務局長）

（事務局長）

（事務局次長）

☎0581-27-3310　

☎0584-75-1088

☎0575-23-3535

☎0573-65-5443

☎0577-33-5008

☎058-265-4041

☎058-265-4041

桑原　　丈

小倉　厚司

佐藤　隆一

野澤　秀助

長瀬　敬純

波多野俊勝

小野　　勉

ご返事は5月5日（日）までに
同封の葉書で

ご返事は5月5日（日）までに
同封の葉書で

旅 行 日 程

◆出発予定時刻

◆到着予定時刻

★各地より　 ⇒　 ひるがの高原ＳＡ ＝＝ いなみ木彫りの里《昼食・散策》
　8:30（岐阜）　　　　　　　　　　　　　11:30～ 13:30（約2時間）
　＝＝＝＝ 兼六園【見学・散策】 ＝＝＝＝＝＝ 山代温泉 /瑠璃光【泊】
　　　14:00～ 15:00（約１時間） 　　　　　16:10頃（写真撮影）

★ホテル　 ⇒　＝＝＝ 東尋坊【見学】 ＝＝＝＝ 羽二重餅の古里【見学・お買いもの】
　8:30出発　　　　9:30～ 10:20　　　　　11:10～ 11:45（約35分）
　＝＝＝ 永平寺《昼食・拝観》 ＝＝＝＝　→　各地へ
　　12:00～ 14:00（約２時間）　

第１日目　６月１８日（火）

第2日目　６月１９日（水）

6　号　車
5　号　車

寿　号　車

3　号　車

２　号　車

１　号　車

【宿泊】 山代温泉　瑠璃光　☎0761-77-2323

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退
職
者
の
会
岐
阜
県
支
部
協
議
会　
　
　

会
長
　
武
　
田
　
康
　
郎

政
治
不
信
を
乗
り
越
え
て
進
も
う
！

ＪＲ岐阜十六プラザ前8:30 ＩＣへ 
ＪＲ岐阜十六プラザ前8:30 ＩＣへ
揖斐川町地域交流センタ 池田町内7:20 ＪＲ大垣駅南口8:00
はなもも7:00   （駅前交番前） 
ＪＲ可児駅東口7:00 JR美濃太田駅北口7:30 関市文化会館8:00
美濃市役所前8:15 相生法伝橋9:05 郡上市愛宕公園前9:15
中津川市役所前6:30 ＪＲ恵那駅南口6:55 ＪＲ瑞浪駅北口7:25
ＪＲ土岐駅北口7:45 多治見税務署東側8:10 ＩＣへ
ＪＲ金山駅7:30 ＪＲ下呂駅8:00 萩原中央駐車場8:20
久々野駅9:00 髙山市役所西側9:40 

５・6号車：ＪＲ岐阜十六プラザ前17:00　　 　
寿号車：ＪＲ大垣駅南口（駅前交番前）16:40　→　池田町内17:05　→　
 揖斐川町地域交流センタはなもも17:30　　
３号車：郡上市愛宕公園前16:25　→　相生法伝橋16:40　→　美濃市役所前17:25　→
 関市文化会館17:45　→　ＪＲ美濃太田駅前18:20　→　ＪＲ可児駅前18:45
２号車：多治見税務署東側17:15 → ＪＲ土岐駅北17:40　→　ＪＲ瑞浪駅北18:00　→
 ＪＲ恵那駅南口18:30　→　中津川市役所前19:00　　　　
１号車：髙山市役所西側17:20　→　ＪＲ久々野駅17:50　 →　萩原中央駐車場18:30 →
 ＪＲ下呂駅18:50　→　ＪＲ金山駅19:20

会費は30，０００円～
　第４2回バス旅行は、兼六園の見学や東尋坊・永平寺などを訪
ねる山代温泉一泊の旅です。会費は物価上昇の折、値上げとなり
３０,０００円です！！
　但し、ご夫婦等で１室利用は、一人３，０００円増しです。

6月18日（火）～19日（水）6月18日（火）～19日（水）

兼六園・東尋坊・永平寺と
山代温泉などを訪ねる
兼六園・東尋坊・永平寺と
山代温泉などを訪ねる
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佐
藤　
幸
雄　
玉
田　
昇
三

　
　
　
山
田　
幸
男　
飯
沼　
一
政

　
　
　
深
沢　
優
子　
千
葉
美
世
子

　
　
　
中
島　
孝
志　
板
津　
幸
雄

　
　
　
関
谷　
廣
治　
宮
脇　
　
勺

　
　
　
武
藤　
忠
夫

【
西
濃
】細
野　
正
美　
奥
田　
義
弘

　
　
　
柴　
　
恵
子　
太
田　
　
修

　
　
　
赤
尾　
　
茂　
平
野　
静
雄

　
　
　
安
藤　
克
子　
五
十
川
ゆ
り
子

【
中
濃
】日
江
井
美
昭　
宮
本　
博
美

　
　
　
中
村　
良
一　
川
原　
勝
美

【
東
濃
】太
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正
明　
田
中　
勝
江

　
　
　
成
瀬　
孝
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成
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潔
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加
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阜
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克
彦

　
　
　
林　
　
　
誠　
高
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信
和

　
　
　
武
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尚
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後
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友
恵

　
　
　
横
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富
士
夫

　
　
　
中
島　
俊
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今
井　
春
美
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尚
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恵
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橋
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【
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松
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加
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一

　
　
　
今
井
寿
美
子　
野
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明

　
　
　
鈴
木
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佐
子　
今
井　
健
一

【
岐
阜
】高
橋　
　
豊　
豊
島
多
賀
子

　
　
　
加
藤　
幸
子　
上
部　
勝
久

　
　
　
前
田　
照
子　
藤
井
美
奈
子

　
　
　
木
野
村
三
千
兄

【
西
濃
】田
中　
幸
男　
岡
本　
　
博

【
中
濃
】下
広
み
つ
ゑ　
狩
野　
　
勉

【
東
濃
】溝
口　
初
恵　
中
畑　
光
彦

　
　
　
江
崎　
英
雄

【
飛
騨
】坂　
　
元
治　
坂　
　
京
子

【
岐
阜
】本
田
も
と
子　
岩
井　
　
修

　
　
　
福
田　
貞
雄　
河
村　
武
男

　
　
　
後
藤　
　
剛　
宇
佐
美
博
子

　
　
　
矢
野　
治
夫　
三
島　
邦
夫

　
　
　
南
林　
友
廣　
長
縄　
正
子

　
　
　
島　
　
太
世　
高
橋
寛
太
郎

　
　
　
高
橋　
　
猛　
伴　
　
曙
美

　
　
　
可
児　
皖
美　

【
西
濃
】水
谷　
君
夫　
種
田　
美
好

　
　
　
寺
崎
十
九
夫　
矢
島　
貞
二

　
　
　
五
十
川
楠
夫　
田
中　
昭
男

　
　
　
岩
田　
　
武　
大
野　
哲
男

【
中
濃
】山
内　
律
壽　
渡
邊　
勇
夫

　
　
　
服
部　
　
紘　
汲
田　
勝
義

　
　
　
金
子　
公
平　
市
原　
　
勝

　
　
　
高
木　
弘
子　
石
腰
外
喜
雄

【
東
濃
】古
山　
正
恵　
渡
辺　
正
人

　
　
　
今
村　
　
東　
三
宅
美
代
子

　
　
　
深
津　
高
快　
吉
本　
育
男

　
　
　
西
村　
庄
藏　
山
内　
邦
春

　
　
　
木
俣　
義
治　
宮
崎　
道
子

【
飛
騨
】大
下　
勝
利　
尾
崎　
　
章

　
　
　
細
江　
鉦
子　
本
田
美
智
子

　
　
　
下
出　
一
和　
溝
畑　
恵
子

　
　
　
上
窪　
　
勉

【
岐
阜
】片
桐　
秀
文　
森　
禎
一
郎

　
　
　
安
田　
憲
雄　
加
藤　
久
幸

　
　
　
加
藤　
正
雄　
福
井　
敏
之

傘
　
寿（
80
歳
）

古
　
希（
70
歳
）

賀
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

米
　
寿（
88
歳
）

喜
　
寿（
77
歳
）

【
岐
阜
】新
井　
繁
夫　
大
林　
　
悟

　
　
　
所　
　
歳
男　
長
縄　
　
聡

　
　
　
華
井　
昭
良　
藤
垣　
重
成

　
　
　
八
代　
雅
幸　
竹
内　
一
郎

　
　
　
田
中　
　
功　
松
野　
　
優

　
　
　
山
村　
武
弘

【
岐
阜
】岡
部　
勝
典　
大
橋　
章
二

　
　
　
杉
山　
友
伸　
岸　
　
道
彦

　
　
　
竹
市　
一
子　
傍
島　
勝
治

【
西
濃
】土
田　
伍
之　
松
岡
富
三
郎

　
　
　
片
岡　
道
夫　
薮
下　
勝
間

【
中
濃
】村
田　
賢
司　
杉
本　
國
紀

　
　
　
嵯
峨　
良
彦

【
東
濃
】小
島　
昌
子　
松
岡　
克
芳

　
　
　
小
島　
久
敬　
小
栗　
貴
之

　
　
　
大
島
恵
美
子　
玉
野　
安
守

　
　
　
斉
藤　
節
子　

【
飛
騨
】北
村　
幸
則　
赤
枝　
　
節

　
　
　
古
滝　
文
子　
益
田　
　
進

　
　
　
辻
井　
正
明　
佐
藤
き
の
ゑ

【
西
濃
】大
場　
雅
夫　
桜
井　
成
人

　
　
　
山
口　
克
彦

【
中
濃
】村
田　
春
子　
梅
村　
　
透

　
　
　
高
木　
謙
二

【
東
濃
】木
之
内
孝
二　
高
木　
裕
樹

　
　
　
長
谷
川
道
夫　
楯　
　
和
幸

　
　
　
成
瀬　
武
仁　
新
田　
晋
一

●
11
月
下
旬
と
は
思
え
な
い
気
温
20
度

近
く
で
快
晴
、
微
風
の
絶
好
の
ス
ポ
ー

ツ
日
和
の
中
で
、
18
名
の
参
加
者
の
も

と
に
、
秋
季
の
競
技
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
数
日
間
、
ま
と

ま
っ
た
雨
が
な
か
っ
た
た
め
か
、
ボ
ー

ル
の
転
が
り
も
良
く
非
常
に
良
い
コ
ン

デ
シ
ョ
ン
で
し
た
。
成
績
は
、
栄
え
あ

る
優
勝
：
藤
居
一
男
さ
ん
、
第
２
位
：

堀
豊
さ
ん
、
第
３
位
：
河
出
洋
子
さ
ん

で
、
地
元
・
地
区
等
で
腕
を
鍛
え
た

方
々
が
上
位
を
占
め
ま
し
た
。
入
賞
を

逃
し
た
参
加
者
か
ら
は
来
年
５
月
上
旬

に
開
催
予
定
の
春
季
競
技
会
ま
で
に
腕

を
磨
き
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
、
入
賞
で

き
る
よ
う
に
頑
張
ろ
う
！
と
士
気
を
高

め
て
競
技
会
を
終
了
し
ま
し
た
。 ●

今
年
最
初
の
清
掃
活
動
は
、2
月
10

日（
土
）9
時
か
ら
開
始
。

　

空
気
は
冷
た
い
が
爽
や
か
な
朝
、早

起
き
の
メ
ン
バ
ー
が
四
季
の
森
セ
ン

タ
ー
の
駐
車
場
に
集
ま
り
ま
し
た
。２

か
月
ぶ
り
の
開
催
で
、参
加
予
定
者
が

集
ま
る
の
を
待
ち
な
が
ら
近
況
報
告

会
。参
加
者
の
う
ち
の
３
人
は
、百
々
ヶ

峰
を
上
っ
て
き
た
と
か（
上
り
下
り
で

約
２
時
間
）、お
元
気
で
す
。

　

竹
ぼ
う
き・ご
み
取
り
を
手
に
張
り

切
っ
て
、い
つ
も
の
駐
車
場
へ
つ
な
が
る

車
道
の
清
掃
作
業
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　

落
ち
葉
は
適
度
に
あ
り
ま
し
た
が

一
気
に
作
業
、寒
く
感
じ
た
身
体
は
一

気
に
暖
か
く
な
り
ま
し
た
。

（
記
/
中
川
美
好
）

NTT退職者
西濃グラウンドゴルフ同好会（西濃）

NTT-OB
よもぎの会（岐阜）

&

　1月1日午後４時10分ころ、石川県能登
半島を震源とするマグニチュード7.6、最
大震度7を観測する「2024年能登半島地
震」が発災しました。
　この地震により、多くの死傷者、全壊・半
壊等の住宅被害が多数発生しています。
　こうした中、岐阜県支部協議会は緊急支
援カンパに取り組み、「２，513名から２96，
8００円」の協力を得ることが出来ました。
　全国的な集約結果は、退職者の会
49,377,132円、全体では99,465,337
円となり、寄贈先は検討中です。

新型コロナウイルスやインフルエンザ
の感染拡大防止のため、残念ながら今
回のカラオケ交流会を中止します。

第24回カラオケ交流会
中止のお知らせ

２０２４年能登半島地震
被災者支援カンパのお礼

　５２歳の退職を機に、八幡町の町会議員を務める時に、地
元からの要望で始めたキャンプ場の受付も兼ねて、喫茶ハー
ブを開店した。
　時間のある時に始めたカービング（小鳥など小動物の木
彫り）も、早５０年以上で東京都からも作成依頼があったほ
ど。・・・今は時々作る程度。
　今取り組んでいるのは、1989年に設立した「郡上・地名を
考える会」の会長として、郡上の地名（4,500）の由来や郷土
研究を記録に残すため、アマゾンの電子本を作成中。200
ページの完成を目指し現在2/3程
出来ています。
　この活動で、いろいろな職種や
地域の方と交流が図れたことが
楽しかったが、集中豪雨による増
水でキャンプ場からの避難に一番
ヒヤヒヤした。
　この活動、地名や歴史に興味
のある方はご連絡下さい。喫茶
ハーブでコーヒーを飲みながら語
らいましょう。HPでも公開中です！！
＜連絡先：井藤一樹：090-4793-1667まで＞

い ふ じ か ず き

会
員
動
静（
敬
称
略
）

新
入
会
員
ご
紹
介

訃
　
　
報

　NTT労組岐阜県グループ連絡会主催の、
2024年３月末でNTTグループから退職され
る組合員に対し、退職後の共済の取扱い等
の説明、手続きを実施するとともに退職者の
会への加入促進に向けた説明会が、２月２０
日に分会事務室で２名、２月22日に岐阜市内
で開催され、合計12名の参加がありました。
　退職後、家族を含めた「親睦と交流・安心・
信頼・生きがい」に通じる入会の意義を熱く
訴え、当日会場において11名、その後他の企
業本部等からの新規加入11名、合計22名の
方に入会頂きました。今後さらに一人でも多
くの仲間が増えるよう、勧奨して行くこととし
ます。

（
２
０
２
４
年
1
月
〜
3
月
）（
敬
称
略
）

（
２
０
２
４
年
1
月
〜
4
月
1
日
）

（
２
０
２
４
年
1
月
〜
3
月
）

退職予定者
説明会の開催

各 地 で 活 躍 す る 人 物 探 訪
郷土の歴史文化の研究を続ける

郡上市で活躍する「井藤一樹さん」を紹介


